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象とするRIは，永久刺入用線源として用いられる1251

と198Auである．

　許容線量の割り当てを，一般公衆には150mレム（＝

500mレム×（3／10））を，一般病室患者には19．5　mレム

（＝130mレム×（3／10）×（1／2））とした．

　1251では，1mCiで帰宅させる場合就寝距離を90　cm

以上，20歳以上の同居家族が条件となり，198Auでは10

mCiで帰宅させる場合就寝距離を80　cm以上，8歳以

上の同居家族が条件となる．一方，一般病室への帰室に

っいては，200cmと250　cmのベット間距離の場合を

想定し，1251では0．462　mCiと0．723　mCiとなり，198Au

では3．67mCiと5．74　mCiとなった．患者と家族の環

境条件によって，帰宅あるいは帰室時の放射能量を決め

ることは放射線管理を円滑にするものと考える．

9．　甲状腺機能低下症例の133Xe換気検査における洗い

　　出し遅延
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　呼吸器疾患以外の133Xe換気検査における洗い出し遅

延例として糖尿病における報告はすでにあるが，他の内

分沁代謝疾患として甲状腺機能低下症に注目し検討した．

　スパイログラフィを施行してある正常10例，甲状腺機

能低下症（hypo）10例，　COPD　15例，甲状腺機能充進症

3例を対象にroutineの133Xe換気検査を施行し，洗い

出し開始より60秒までをmono－exponentia1と仮定した

場合のclearance　rate（2）を算出し，検査時のTV，換気

回数，VE，、℃，％VC，　FEVI．o％とRを各疾患群問で比

較した．

　結果は呼吸機能ではVC，％VC，　FEVI．o％ともhypo

では正常であるにもかかわらず，2はCOPDとともに

有意に低下しており，133Xe洗い出しの遅延を認めた．

　hypoでは検査時のTV，換気回数，分時換気量VEが

有意に低下しており，このVEの低下がhypoにおける

洗い出し遅延の原因と考えられた．一方COPDではス

パイmレベルでのVEの低下は認めず，λ÷VEは有意に

低いことより，肺胞レベルでの換気量低下がスパイロで

は現れず，FR．Cの増大が133Xe洗い出し遅延に影響す

ると推測された．

　同一症例で甲状腺ホルモン補充を止めてhypoにする

とVE，λともに低下した事実を認めた．

10．骨シンチグラムの定量的評価
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　30歳以上の成人47症例の骨シンチグラムについて，性，

年齢による相違の有無を定量的に検討した．前面像では

胸骨，背面像では脊椎または仙腸関節の最大カウントを

コントロールとした．コントロールの0，10，20，30，40，

50，70，90％未満をドット，それ以上をアスターでプリ

ントアウトした．すなわち，1症例につき前面像で8種

類，背面像で8種類の合計16種類をプリントァウトした

ことになる．前面像では頭頂部，鼻根部，肩関節，上腕

骨骨幹部，前上腸骨棘，大腿骨頭，大腿骨骨幹部，膝関

節，下腿の骨，背面像では肩峰，肘関節，肋骨，仙腸関

節，腸骨稜，大腿骨骨幹部，下腿の骨についてコント

ロールの何％で像が消失するかを検討した．大腿骨骨幹

部は加齢により集積の増加傾向が認められ，仙腸関節は

加齢により集積の減少傾向が認められたが，著明なもの

ではなかった．また，他の部位では性差，年齢差はほと

んどなかった．これらのデータをふまえて，今後RIの

全身骨分布の異なるさまざまな疾患についての分布の定

量的評価，ならびに放射線治療，化学療法による骨集積

への影響の定量的検討も施行していきたいと考えている．
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　骨髄シンチ用薬剤として有効な，1111nCl3を使用し

て，再生不良性貧血の病期分類を試み，良好な結果を得

たので報告する．

　初診から40か月以上経過観察の行えた再生不良性貧血

患者20例を対象としたが，治療前に骨髄シンチを施行で

きた14例をさらに詳細に検討した．年齢1ま7歳から63歳，

中央値35歳，男女比は1：1，特発性18例で二次性2例．

1111n　C133mCiを静注後，48時間像を背腹両方向から

の全身スキャンで撮像した．
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